
－ 37 －

競技会における一流男女走幅跳および三段跳選手の助走スピード分析

小山宏之 1）　　村木有也 2）　　柴山一仁 1）　　清水　悠 1）　　築野　愛 1）　　苅山　靖 1）　　阿江通良 1）

１）筑波大学　　２）大阪電気通信大学

公益財団法人日本陸上競技連盟

陸上競技研究紀要
第７巻,37-49,2011

Bulletin of Studies
in Athletics of JAAF

Vol.7,37-49,2011

1．はじめに

　本報告では，レーザー式速度測定装置（LAVEG）

を用い，一流走幅跳，三段跳選手の助走スピードを

分析した結果を示す．

2．方法

　助走路前方のスタンドにレーザー式速度測定装置

laveg を設置し，助走スタートから着地までの選手

の移動を助走前方より 50 もしくは 100Hz で測定し

た．得られた距離データを時間微分することにより

疾走スピードを算出した後，Butterworth low-pass 

digital filter を用いて 0.5Hz で平滑化を行った．

スタンドの高さの補正は，助走路上に 2点のキャリ

ブレーションマーカーを設置し，マーカーと laveg

までの距離を計測した後，三平方の定理を用いて算

出した．

　2010 年に測定を行った試合は以下の通りである．

・2010 年 4 月 25 日　第 58 回兵庫リレーカーニバ

ル

・2010 年 4 月 29 日　第 44 回織田幹雄記念国際陸

上競技大会

・2010 年 6 月 4 日～ 6 月 6 日　第 94 回日本陸上競

技選手権大会

・2010 年 11 月 22 日～ 11 月 27 日　第 16 回アジア

大会

3．結果

3.1　男子走幅跳選手の助走スピード曲線

　表 1 ～ 3 は 2010 兵庫リレーカーニバル（兵庫），

日本選手権（NCH）およびアジア大会（Asia）にお

ける入賞選手の最高スピードおよびその出現地点

を，図 1～ 3は 2010 兵庫 RC，NCH および Asia にお

ける上位入賞選手の助走スピード曲線を示したもの

である．

　2010 年，菅井選手は兵庫と NCH の 2 試合で 8.00m

を超える跳躍を行った．菅井選手は’09NCH におい

て公認で初の 8.00m を記録したが，これらを比較す

ると，’10 兵庫の 8.00m 時の助走スピードは’09NCH

の 8.00m の試技（10.33m/s@6.8m，小山ら，2010）

とほぼ同程度であった．一方，’10NCH の 8.10m 時の

助走スピードはその他の 8.00m の跳躍よりも大き

く，2007 年以降に測定された菅井選手のデータで

最も大きい値であった．なお，菅井選手は’08NCH

で 8.13m（+3.0 追参）を跳躍しているが，その際

の助走スピードは 10.45m/s @ 7.9m であった．

　2010 年はアジア大会が開催され，アジアトップ

選手の助走スピードを測定することができた．試合

は 8.11m で金選手（KOR,，PB:8.20m）が優勝し，苏

選手（CHN,PB:8.17m）が 8.05m で 2 位であった．各

選手の助走スピードの測定結果を見ると（表 3およ

び図 3），金選手の 8.11m の試技では 10.49m/s，苏

選手の 8.05m では 10.50m/s であった．この測定結

果を過去の国内選手の測定結果と比較すると，菅井，

品田，荒川，猿山選手らとほぼ同程度の助走スピー

ド最高値であると言える．各選手が出すことのでき

る最高スピードのデータがないことから，助走にお

けるスピードが最大スピードの何割にあたるかは判

断できないが，助走中の最高スピードに関してはア

ジアトップ選手と日本選手に差はないと言える．

　また，’01 年から’09 年の科学委員会の測定データ

結果では，8.00 ～ 8.20m の選手 27 名の最高スピー

ドの平均値は 10.51 ± 0.22m/s，8.20m ～の選手 12

名の最高スピードの平均値は 10.65 ± 0.20m/s であ

り，アジア大会における金および苏選手，’10 年の

菅井選手の跳躍もこの測定範囲に収まるものであっ

たと言える．
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表 1 2010 兵庫リレーカーニバル男子走幅跳入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出

現地点

図 1　2010 兵庫リレーカーニバル男子走幅跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表 2　2010 日本選手権男子走幅跳入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 2　2010 日本選手権男子走幅跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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3.2　女子走幅跳選手の助走スピード曲線

　表 4～ 5は 2010 NCH および Asia における女子走

幅跳入賞選手の最高スピードおよびその出現地点を

示し，図 4 ～ 5 は 2010NCH および Asia における上

位入賞選手の助走スピード曲線を示したものであ

る．

　’09 年 NCH では 6.60 m を超える跳躍を行った桝

見選手であったが，’10 年の NCH では 6.20 m 台の記

録であった．この 2 年間を比較すると，’09NCH にお

ける桝見選手の助走最高スピードは 9.25 ～ 9.41 

m/s の範囲であったが，’10NCH では 8.95 ～ 9.10m/

s の範囲であった．また，Asia においても 9.00m/

s をやや下回る助走最高スピードであり，’09 年より

も記録が低かった要因の 1つに助走スピードが考え

られる．

井村選手は測定した NCH，Asia ともに 6.30m 台の

記録であったが，助走スピードはどちらの試合も

9.20m/s 前後であった．

　アジア大会で 6.53m を跳躍した 選手（KOR，PB，

6.76m）の助走スピードは日本の 2 選手よりも小さ

い 8.95m/s であった． 選手はその他の試技におい

ても 6.30 ～ 6.50m の跳躍を行っているが同様に助

走スピードは日本選手よりも小さかった．この結果

は， 選手の跳躍は日本選手よりも効率の良いもの

であったことを示すと考えられる．

3.3　男子三段跳選手の助走スピード曲線

　表 6 ～ 8 は 2010 織田記念，NCH および Asia にお

ける入賞選手の最高スピードおよびその出現地点

を，図 6 ～ 8 は 2010 織田記念，NCH および Asia に

表 3　2010 アジア大会男子走幅跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 3　2010 日本選手権男子走幅跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表 4　2010 日本選手権女子走幅跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 4　2010 日本選手権女子走幅跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表 5　2010 アジア大会女子走幅跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 5　2010 アジア大会女子走幅跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表 6　2010 織田記念男子三段跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 6　2010 織田記念男子三段跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表 7　2010 日本選手権男子三段跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 7　2010 日本選手権男子三段跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表 8　2010 アジア大会男子三段跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 8　2010 アジア大会男子三段跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表 9　2010 織田記念女子三段跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図 9　2010 織田記念女子三段跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表10　2010 アジア大会女子三段跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図10　2010 日本選手権女子三段跳上位入賞選手の助走スピード曲線（0m が踏切板）
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表11　2010アジア大会女子三段跳上位入賞選手の各試技の助走における最高スピードおよびその出現地点

図11　2010織田記念女子三段跳上位入賞選手の助走スピード曲線 (0mが踏切
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おける上位入賞選手の助走スピード曲線を示したも

のである．

　昨年の助走スピードの報告（小山ら，2010）によ

ると，’09 年の日本上位選手はそれまでの年に比べ

助走スピードは高まる傾向にあったが，そのスピー

ドに対する跳躍記録獲得の率は低く，高いスピード

の中でのホップ，ステップ，ジャンプの動作が重要

な課題になることが指摘されていた．’10 年の測定

結果を見ると，’09 年に高い助走スピードで跳躍し

ていた選手（鈴木，梶川選手）は’10 年も同様に大

きい助走スピードを獲得し，16m 前半から中盤の跳

躍が増えてきたようである．

　アジア大会上位選手の測定結果を見ると，記録は

全選手が 16m 中盤から後半であったが，助走スピー

ドで 10.00m/s を超えている試技はほとんどなく，

日本選手の助走スピードと同程度もしくは小さいも

のであった．この結果は，アジアのトップ選手は日

本選手と同程度のスピードで，1m 近く大きい跳躍

距離を獲得していたことを示している．5 位の Kim

選手（KOR）は走幅跳の優勝者であり，走幅跳で 8.20m

を跳躍する能力を有している．また，走幅跳時の助

走スピードは 10.49m/s（表 3）であったのに対して，

三段跳において 16.56m 跳躍時は 9.77m/s（走幅跳

の 93.1%），その他の試技も 9.78 ～ 10.06m/s（走幅

跳の 93.2 ～ 95.9%）の範囲であり，余裕のある助

走を行っていることが予想される．アジアトップ選

手と日本選手の助走スピードに対する記録の比率の

相違の要因は様々あると考えられるが，走幅跳のベ

スト記録と三段跳のホップの距離の関係，助走ス

ピードと三段跳のホップの距離の関係などのデータ

を継続的に収集し，今後のトレーニングの方向性を

探ることも重要かもしれない．

3.4　女子三段跳選手の助走スピード曲線

　表 9 ～ 11 は 2010 織田記念，NCH および Asia に

おける入賞選手の最高スピードおよびその出現地点

を，図 9 ～ 11 は 2010 織田記念，NCH および Asia

における上位入賞選手の助走スピード曲線を示した

ものである．

　’10 織田，NCH ともに日本人最上位選手は昨年に

続き吉田選手であった．しかし，’10 年の吉田選手

の記録は’09 年までに比べると若干低いものであっ

た．近年の助走スピードの推移を見ると，2005 年：

8.76 ± 0.07 m/s，2006 年：8.51 ± 0.09m/s，2008 年：

8.76 ± 0.15m/s，2009 年：8.64 ± 0.14m/s，2010

年：8.44 ± 0.13m/s であり，助走スピードに関し

ても’10 年は低い傾向にあった．

　‘10 年に 13m 台の跳躍を初めて行った前田選手

は，13.05m を記録した日本選手権の助走スピード

は 8.76 ± 0.08m/s であり，’09 年に比べ大きいス 

ピードからの跳躍を行えていた（’09 年平均：8.48

± 0.12 m/s，最高 8.63 m/s）．

　Asia では 2 選手が 14.00m を超える跳躍を行い，

それぞれ測定することができた．これまでに科学委

員が測定してきた 14.00 ～ 14.30 m の 9 選手の平

均は 9.08 ± 0.11 m/s であったが，Aisia における

Rypakova選手は14.78mで9.15m/s，14.64mで9.16m/

s でありこれまでの測定の範囲にほぼ収まる結果で

あった．一方，謝選手の 14.18m の試技は 8.61m/s

であり，非常に低いスピードで 14.00m を超えてい

た．なお，謝選手は’09 織田記念において 14.48 m

（追参）を跳躍しているが，その跳躍における最高

スピードは 9.18 m/s である．Asia の謝選手は低い

スピードにおいても日本記録を超える跳躍を行って

いたが，日本選手が 14.00 m および日本記録の更新

を目標とするには，9.00 m/s 以上のスピードで助

走を行い，そのスピードで跳躍できるトレーニング

を行っていくべきであると考えられる．
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